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東洋大学国際観光学部講師、日本国際観光学会福祉観光研究部会部会長、サービス介助士。
ユニバーサルツーリズムを研究テーマとし、著書に「観光と福祉」「宿泊産業論」「旅のUDA」（共著）他

小テスト レポート

論文発表会

と評価 講義時限内 実技試験
試験 試験期間中 筆記試験
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参考文献論文発表①

参考文献論文発表②

参考文献論文発表③

2023年度 シラバス＆レッスンプラン

講義
15
2

論文を書くための前提条件として、とにかく参考文献と
なる論文を読んでその発表をおこなう。毎回、各自発表
してもらう。参加学生がお互いを高めあうゼミ形式で実
施する。

観光に関する概念

大学編入を目指す学生に大学2年生同等の観光に関する概念及び論文執筆の基礎力を養う

・大学２年生のレベル
・編入時、加入ゼミでリー
ダーシップが取れるレベル

教員紹介

竹内敏彦観光学

授 業 概 要

オリエンテーション、研究のイメージ、論文の書き方①

毎回の発表、出席
受講態度 作品

観光学指定文献発表②

論文発表①

論文発表②

論文発表③

論文の書き方②

定義について①

定義について②

研究テーマと参考文献の提示

マーケテイング文献発表

観光学指定文献発表①


